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合、

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

ー
ー
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
論

(
1
)
ー

ー

「
現
代
資
本
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
、
最
近
一
種
の
流
行
語
と
な
っ
た
か
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
な

概
念
で
は
な
い
。
現
代
と
は
い
つ
か
ら
を
意
味
す
る
か
は
、
論
者
に
よ
っ
て
一
致
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
ス
ク
ー
リ
ン
が
、

さ
に
最
大
限
の
利
潤
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

独
占
資
本
主
義
を
、

「
現
代
資
本
主
義
」
と
は
独
占
資
本
主
義
、

と
く
に
「
現
代
資
本
主
義
」
と
呼
び
か
え
る
の
は
な
ぜ
か
、

と
い
う
根
拠
を
当
然
明

す
な
わ
ち
帝
国
主
義
段
階
の
資
本
主
義
を
意
味
す
る
。

盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
に
お
い
て
、

「
独
占
資
本
主
義
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
利
潤
で
は
な
く
、
ま

(

l

)

 

こ
れ
こ
そ
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
場

、、

そ
れ
は
戦
後
の
現
在
資
本

主
義
の
み
を
さ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
現
代
資
本
主
義
」
が
こ
の
よ
う
に
た
ん
に
独
占
資
本
主
義
の
別

名
に
す
ぎ
な
い
な
ら
ば
、

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
記
の
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
で
は
「
現
代
独
占
資
本
主
義
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
る

越

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書

後

和

典

『
ソ
同
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(

2

)

 

が
、
そ
れ
は
た
ん
に
独
占
資
本
主
義
と
い
う
場
合
と
、
ど
の
よ
う
に
ち
が
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
現
代
資
本
主
義
」
に
国
家
独
占
資 一九

近
代
経
済
学
の
流
れ
を
く
む
論
者
は
論
外
と
し
て
、
通
常
、
資
本
主
義
分
析
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
理
論
の
教
条
主
義
的
適
用
に
対

す
る
反
省
か
ら
出
発
し
た
、
と
い
わ
れ
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
系
列
に
属
す
る
「
現
代
資
本
主
義
」
論
者
に
お
い
て
も
、

そ
う
し
た
根

拠
を
、
決
し
て
明
確
に
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
一
般
的
な
用
法
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
上
述
の
独

占
資
本
主
義
1

1

「
現
代
資
本
主
義
」
と
い
う
場
合
と
は
異
っ
た
意
味
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
論
者
は
最
近
の
資
本
主
義
の
発

展
か
ら
新
し
い
と
思
わ
れ
る
種
々
の
特
徴
を
抽
出
し
て
、
そ
う
し
た
特
徴
を
あ
ら
わ
す
に
い
た
っ
た
資
本
主
義
を
「
現
代
資
本
主
義
」

と
称
し
て
い
る
か
に
考
え
ら
れ
る
。

(

3

)

 

も
と
よ
り
そ
う
し
た
新
し
い
特
徴
と
し
て
強
調
さ
れ
る
要
因
は
、
綸
者
に
よ
っ
て
同
じ
で
は
あ
り
え
な
い
。
た
と
え
ば
い
わ
ゆ
る
資

本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
者
の
あ
る
者
は
、
全
般
的
危
機
の
要
因
が
飛
躍
的
に
強
ま
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
現
代
資
本
主
義
」
に
、

第
二
次
大
戦
後
の
全
般
的
危
機
の
第
二
段
階
の
資
本
主
義
、
と
い
う
意
味
を
も
た
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
あ
る
論
者
は
、

三

0
年
代
以
降
顕
著
に
な
っ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
国
家
の
役
割
の
増
大
と
い
う
要
因
を
強
調
し
、

(

4

)

 

本
主
義
と
い
う
意
味
を
も
た
し
め
る
。
さ
ら
に
あ
る
論
者
は
、
全
般
的
危
機
の
深
化
論
と
は
逆
に
、
戦
後
資
本
主
義
の
成
長
と
安
定
と

い
う
点
を
強
調
し
、
「
技
術
革
新
」
に
も
と
づ
く
独
占
体
の
活
澄
な
投
資
活
動
や
、
い
わ
ゆ
る
「
所
得
革
命
」
に
も
と
づ
く
大
衆
購
買

、
、
、
、
、
、
、
ヽ

(

5

)

．

カ
の
増
大
に
着
目
し
、
現
代
に
第
二
次
大
戦
後
の
変
容
し
た
資
本
主
義
と
い
う
意
味
を
も
た
し
め
て
い
る
等
々
…
…
、
と
解
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。

、
、
、

し
て
み
れ
ば
「
現
代
資
本
主
義
」
は
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
段
階
そ
の
も
の
で
も
、
ま
た
単
に
最
近
の
資
本
主
義
と
い
う
意
味
で
も

な
い
。
新
し
い
特
徴
を
帯
び
る
に
い
た
っ
た
資
本
主
義
と
い
う
訟
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
そ
う
し
た
新
し
い
特
徴
が
ど
う
い

う
意
味
で
新
し
い
の
か
、

そ
れ
が
独
占
段
階
に
お
け
る
資
本
主
義
の
一
般
的
な
性
格
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
、
等
の
諸
点
は
か

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）
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「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

つ
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
、

(

6

)

 

用
語
の
愛
昧
な
点
で
は
、
大
体
に
お
い
て
近
代
経
済
学
の
系
譜
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
「
新
資
本
主
義
」
と
い
う
概
念
も
、
決
し
て

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
お
く
れ
を
と
る
も
の
で
は
な
い
。
お
よ
そ
資
本
主
義
が
動
的
な
、
不
断
に
変
化
す
る
社
会
体
制
で
あ
る
以

上
、
現
実
の
資
本
主
義
は
常
に
、
そ
し
て
不
可
避
的
に
、
「
新
資
本
主
義
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
今
日
い
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
の
「
新
資
本
主
義
」
と
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
意
味
で
は
な
い
。
論
者
は
最
近
の
資
本
主
義
が
若
干
の
特
殊
な
変
化
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
従
来
と
は
決
定
的
に
そ
の
機
能
を
変
化
し
た
、
と
い
う
意
昧
を
こ
の
言
葉
の
う
ち
に
含
ま
せ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
決
定
的
な
変
化
と
は
何
か
、
そ
れ
は
資
本
主
義
が
資
本
主
義
で
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
一
体
論
者
は

(

7

)

 

資
本
主
義
の
本
質
を
何
に
も
と
め
て
い
る
か
、
こ
れ
ま
た
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

「
現
代
資
本
主
義
]
‘
あ
る
い
は
「
新
資
本
主
義
」
が
、
こ
の
よ
う
に
明
確
な
概
念
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
対
応
し
て
、
そ
の
究

明
の
方
法
も
ま
た
論
者
に
よ
っ
て
著
し
く
異
な
る
。
い
ま
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場
に
た
つ
論
者
に
限
定
し
て
い
う
と
し
て
も
、
一
般

に
論
者
は
、
「
現
代
資
本
主
義
」
を
資
本
主
義
の
新
し
い
一
段
階
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
明
確
に
は
規
定
せ
ず
、
し
か
も
レ
ー
ニ

(

8

)

 

ン
の
『
帝
国
主
義
論
』
に
か
わ
る
ぺ
き
「
新
帝
国
主
義
論
」
の
必
要
を
強
調
す
る
が
、
こ
の
さ
い
あ
る
者
は
『
帝
国
主
義
論
』
の
綾
述

(

9

)

 

を
新
し
い
事
実
に
よ
っ
て
、
補
正
す
べ
し
と
い
い
、
あ
る
者
は
『
帝
国
主
義
論
』
と
は
方
法
を
異
に
す
る
「
現
代
資
本
主
義
」
の
理
論

(

1

0

)

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

的
・
法
則
的
究
明
の
重
要
性
を
論
じ
、
た
と
え
ば
あ
る
者
は
そ
れ
を
現
代
の
段
階
的
視
角
か
ら
再
構
成
さ
れ
た
資
本
一
般
の
論
理
と
し

(
1
1
)
 

て
、
『
独
占
資
本
主
義
の
経
済
理
論
』
と
い
う
形
で
展
開
す
る
。
あ
る
者
は
そ
れ
を
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
と
し
て
究
明
し
よ
う
と

(
1
2
)
 

す
る
等
々
。
し
か
も
そ
う
し
た
諸
見
解
に
代
表
さ
れ
る
「
現
代
資
本
主
義
」
論
者
は
、
行
論
の
う
ち
に
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う

に
、
「
現
代
資
本
主
義
」
の
経
済
学
的
究
明
の
方
法
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
論
』
の
よ
う
な
段
階
論
と
、
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も

(
1
3
)
 

一
般
的
に
納
得
の
ゆ
く
明
確
な
解
答
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
。

な
ら
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
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も
つ
の
か
、

そ
の
究
明
の
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。
こ
う
し
た
問
題
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
経
済
学
研
究
の

窮
極
の
目
的
で
あ
る
そ
の
国
の
資
本
主
義
の
現
状
分
析
を
な
す
場
合
、
前
提
と
し
て
一
応
解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
本
質
的
な
重
要

性
を
も
つ
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
容
易
に
解
答
を
見
出
し
う
る
よ
う
な
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。

ぐ
る
主
要
な
諸
見
解
の
特
徴
と
、

本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
に
接
近
す
る
た
め
の
準
備
的
な
考
察
の
一
環
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
従
来
の
「
現
代
資
本
主
義
」
を
め

そ
の
理
論
的
根
拠
を
検
討
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
論
者
が
積
極
的
に
「
現
代
資
本
主
義
」
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
さ
い
の
重
点
の
お
き
ど
こ
ろ
、
な
い
し
方
法
‘

(
1
4
)
 

「
現
代
資
本
主
義
」
論
を
一
応
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
、
こ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
と
り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
に

（
四
）
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
に
お
け
る
、
段
階
論
を
基
準
と
す
る
現
状
分
析
の
提
唱
。

註

(
1
)
ス
タ
ー
リ
ン
『
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
（
邦
訳
•
青
木
文
庫
・
五
四
頁
•
以
下
『
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
』
と
称
す
）
。

(
2
)

こ
れ
は
た
ん
に
言
葉
の
あ
や
と
し
て
す
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
後
述
の
ご
と
く
「
現
代
資
本
主
義
」
1
1

独
占
資
本
主
義
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
で
は
「
現
代
資
本
主
義
」
も
段
階
論
の
対
象
と
な
る
が
、
「
現
代
資
本
主
義
」
！
第
一
次
大
戦
後
の
独
占
資
本
主

義
な
い
し
そ
れ
以
後
の
資
本
主
義
な
ら
ば
、
そ
れ
は
段
階
論
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
経
済
学
的
研
究
の
方
法
に
つ
ら
な
る
。

(
3
)
た
と
え
ば
有
沢
広
巳
氏
は
「
資
本
主
義
の
変
容
」
に
つ
い
て
、
日
寡
占
体
に
よ
る
組
織
化
、
口
高
い
成
長
率
と
生
活
水
準
の
向
上
、
国
経
済

の
安
定
化
、
四
国
家
の
役
割
の
増
大
を
と
り
上
げ
る
（
『
現
代
資
本
主
義
諧
座
』

I
・
九
ー
一
四
頁
）
。
長
洲
―
二
氏
は
日
独
占
（
競
争
形
態

の
変
形
そ
の
他
）
、
口
技
術
革
命
、
国
国
家
の
役
割
の
増
大
、
四
産
業
と
労
佑
力
横
成
上
の
変
化
、
国
労
佑
組
合
の
組
織
化
と
民
主
主
義
運

動
、
因
国
際
経
済
関
係
で
の
発
展
を
、
「
現
代
資
本
主
義
の
構
造
的
変
化
」
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。
同
氏
（
『
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
論
』
一
九
四

ー
九
九
頁
）
。
名
和
統
一
氏
は
「
現
代
資
本
主
義
」
と
い
う
愛
昧
な
言
葉
を
使
用
さ
れ
ず
、
戦
後
資
本
主
義
と
い
う
表
現
を
も
ち
い
ら
れ
る
。
そ

に
お
け
る
原
理
論
的
法
則
性
の
究
明
の
試
み
、

す
る
。

（
一
）
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
、

（
二
）
国
家
独
占
資
本
主
義
論
、

(
―
―
―
)
独
占
資
本
主
義
な
い
し
「
現
代
資
本
主
義
」

の
相
違
に
着
目
し
て
、

「
現
代
資
本
主
義
」
と
は
何
で
あ
る
か
、

そ
れ
は
資
本
主
義
の
本
来
的
な
性
格
、

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

お
よ
び
独
占
段
階
の
特
質
と
い
か
な
る
関
連
を

四
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「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

五

し
て
そ
の
性
格
を
特
徴
．
つ
け
る
も
の
と
し
て
、
経
済
の
軍
事
化
の
ほ
か
に
、
日
技
術
革
新
に
も
と
づ
く
活
溌
な
投
資
活
動
、
口
経
済
に
お
け

る
国
家
の
役
割
の
増
大
、
国
労
佑
者
組
織
の
拡
大
強
化
・
大
衆
購
買
力
の
~
大
、
四
社
会
主
義
圏
の
拡
大
•
発
展
に
対
応
す
る
資
本
主
義
経

、
、

済
自
体
の
変
化
、
を
と
り
上
げ
る
。
（
「
景
気
政
策
か
経
済
政
策
か
」
『
経
済
評
論
』
五
七
年
七
月
号
所
収
）
。
小
原
敬
士
氏
は
現
代
資
本
主

、
、

義
が
、
近
代
資
本
主
義
と
異
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
点
と
し
て
、
日
「
所
得
革
命
」
、
口
「
二
重
経
済
」
、
国
、
「
恐
慌
免
疫
性
」
を
と

り
あ
げ
る
。
（
「
現
代
資
本
主
義
に
接
近
す
る
二
つ
の
途
」
『
思
想
』
五
九
年
｀
一
月
号
所
収
）
。
な
お
、
ヴ
ァ
ル
ガ
、
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
、
ミ
ー

ク
、
ス
ト
レ
イ
チ
等
の
「
現
代
資
本
主
義
」
の
特
徴
．
つ
け
に
つ
い
て
は
、
長
洲
•
前
掲
書
一
八
一
頁
以
下
に
詳
し
い
。

(
4
)
豊
崎
稔
氏
が
「
現
代
資
本
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
湯
合
、
主
と
し
て
そ
れ
は
国
家
独
占
資
本
主
義
を
さ
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
氏
「
『
現
代

資
本
主
義
論
』
の
必
要
」
（
京
大
経
済
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
『
経
済
学
論
集
』
所
収
）
参
照
。

(

5

)

前
出
註

(
2
)

と

く

に

小

原

論

文

参

照

。

．

(
6
)

そ
れ
は
ま
た
「
人
民
資
本
主
義
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
都
留
重
人
氏
に
よ
れ
ば
、
「
人
民
資
本
主
義
と
い
う
語
を
最
初
に
使
用
し
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
の
資
本
家
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
同
氏
「
現
代
資
本
家
の
資
本
主
義
観
」
（
『
現
代
資
本
主
義
購
座
』

I
•

一
七
頁
）
。
な
お
「
新
資
本
主
義
」
「
人
民
資
本
主
義
」
と
同
様
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
長
洲
―
二
「
人
民
資
本
主
義
論
の
動
向
」
（
中

山
伊
知
郎
他
著
『
資
本
主
義
は
変
っ
た
か
』
所
収
二
四
八
ー
九
頁
）
に
詳
し
い
。

(
7
)

「
新
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り

P
a
u
l
M
.
 S
w
e
e
z
y
 "
T
h
e
o
r
i
e
s
 o
f
 t
h
e
 

N
e
w
 C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
"
,
 
M
o
n
t
h
l
y
 Rev., 
V
o
l
 
11 
3
a
n
d
 4
,
 p.p., 
6
5
ー
7
5
.

参
照
。
‘

(
8
)
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
十
九
世
紀
半
ば
に
『
資
本
論
』
が
き
ず
い
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
砲
台
は
、
ほ
ぽ
十
九
世
紀
全

体
の
資
本
主
義
を
制
圧
で
き
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、
資
本
主
義
の
現
実
は
そ
の
射
程
外
に
ハ
ヽ
ヽ
、
出
る
発
展
を
と
げ
は
じ
め

た
。
修
正
主
義
は
そ
う
し
た
現
実
の
構
造
的
変
化
を
反
映
し
た
が
、
砲
台
そ
の
も
の
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
レ
ー
ニ
ン
は
、
『
帝
国

主
義
論
』
と
い
う
あ
ら
た
な
砲
台
を
き
ず
い
た
。
そ
し
て
こ
の
砲
台
は
、
第
二
次
大
戦
ま
で
の
世
界
資
本
主
義
の
歩
み
を
ほ
ぼ
そ
の
射
程
内

に
お
さ
め
て
い
た
。
だ
が
歴
史
は
、
ふ
た
た
び
レ
ー
ニ
ン
が
き
ず
い
た
砲
台
の
射
程
外
に
ハ
ヽ
ヽ
、
出
る
動
き
を
は
じ
め
た
。
第
三
の
世
代
の
マ

ル
ク
ス
経
済
学
者
は
、
第
三
の
砲
台
を
き
ず
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
現
実
を
射
程
内
に
と
り
も
ど
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
マ
ル

ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
原
理
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
」
。
長
洲
―
二
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
発
展
」
（
都
留
・
内
田
・
末
永
絹
『
経
済
学
入
門
』

所
収
・
九
八
頁
）
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
長
洲
氏
は
「
わ
た
し
た
ち
に
は
、
新
し
い
『
帝
国
主
義
論
』
を
書
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

（
長
洲
―
二
『
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
論
』
二
六
八
ー
九
頁
）
。
因
み
に
同
氏
は
「
現
代
資
本
主
義
」
を
新
し
い
一
段
階
（
国
家
独
占
資
本
主

義
段
階
）
で
あ
る
と
規
定
す
る
が
、
こ
う
し
た
明
確
な
規
定
は
他
の
論
者
に
み
ら
れ
な
い
。
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ま
ず
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
と
い
う
概
念
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

『
教
科
書
』
（
以
下
初
版
）
は
「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
は
世
界

(
9
)
『
世
界
』
五
六
年
十
月
号
所
収
「
現
代
帝
国
主
義
」
に
つ
い
て
の
討
論
に
お
け
る
諸
家
の
発
言
、
と
く
に
小
椋
氏
の
そ
れ
は
興
味
深
い
。

(10)
た
と
え
ば
松
井
清
「
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
（
『
現
代
資
本
主
義
講
座
』

I
所
収
）
、
豊
崎
稔
「
『
現
代
資
本
主
義
論
』
の
必
要
」

（
京
大
経
済
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
『
経
済
学
論
集
』
所
収
）
。

(11)
平
瀕
巳
之
吉
『
独
占
資
本
主
義
の
経
済
理
論
』
は
「
現
代
資
本
主
義
」
の
法
則
的
究
明
の
具
体
的
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
同
氏
は
＞
ー
ニ
ン

の
『
帝
国
主
義
論
』
は
要
す
る
に
事
実
分
析
の
書
で
あ
っ
て
理
論
経
済
学
の
書
で
は
な
い
、
と
さ
れ
る
b

(12)
た
と
え
ば
井
汲
卓
一
「
過
渡
期
と
し
て
の
現
代
資
本
主
義
」
（
『
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
』

n所
収
)

0

(13.)
た
と
え
ば
長
洲
氏
は
新
し
い
帝
国
主
義
論
を
書
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
レ
ー
ニ
ソ
の
「
構
造
把
握
原
理
」
（
長
洲
氏
の

言
葉
）
と
ど
う
ち
が
う
か
は
語
ら
れ
て
い
な
い
（
『
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
論
』
二
六
八
頁
）
。
松
井
清
氏
は
『
資
本
論
』
的
論
理
段
階
と
『
帝

国
主
義
論
』
的
な
論
理
段
階
を
統
一
す
る
方
向
に
お
け
る
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
を
評
価
さ
れ
る
が
、
（
同
氏
・
前
掲
論
文
）
こ
の

説
に
つ
い
て
の
疑
問
も
後
章
で
詳
述
し
教
示
を
乞
い
た
い
。

(14)

「
現
代
資
本
主
義
」
再
検
討
の
試
み
は
、
通
常

H
窮
乏
化
論
争
、
口
恐
慌
あ
る
い
は
景
気
循
環
論
争
、
国
国
家
論
争
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
の
具
体
的
な
議
論
に
つ
い
て
は
、

H

・
ク
ロ
ー
ド
絹
•
岡
崎
次
郎
他
訳
『
現
代
資
本
主
義
論
』
、
井
汲
卓
一
編
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
、

長
洲
―
二
編
『
現
代
資
本
主
義
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』
、
名
和
献
一
＿
一
・
玉
井
竜
象
編
『
現
代
資
本
主
義
と
恐
慌
』
等
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

海
外
．
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
諸
論
文
参
照
。
本
稿
は
こ
う
し
た
議
論
の
紹
介
を
目
的
と
し
な
い
。
「
現
代
資
本
主
義
」
に
接
近
、
す
る
方
法
を
問

題
に
す
る
。

最
初
に
わ
れ
わ
れ
は
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
を
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
理
論
は
「
現
代
資
本
主
義
」
の

把
握
を
全
般
的
危
機
の
深
化
と
い
う
観
点
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
（
邦
訳
•
青
木
文
庫
）
と
『
経
済

学
教
科
書
』
第
一
版
（
以
下
『
教
科
書
』
と
記
す
。
邦
訳
・
合
同
出
版
社
•
第
二
分
冊
）
の
所
説
を
と
り
上
げ
、
つ
ぎ
に
こ
れ
を
修
正
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
『
教
科
書
』
第
三
版
、
お
よ
び
最
近
の
ヴ
ァ
ル
ガ
著
『
戦
後
帝
国
主
義
の
政
治
と
経
済
』
（
第
二
阪
・
邦
訳
・
日
本
評
論
新

社
・
上
）
を
検
討
す
る
。

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

六
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「
現
代
資
本
主
義
論
」
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

資
本
主
義
体
制
全
体
の
全
面
的
な
危
機
で
あ
る
」
（
四
四
七
頁
。
以
下
頁
数
は
初
版
）
と
規
定
し
て
い
る
。
体
制
全
体
の
危
機
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
危
機
ふ
一
国
を
と
ら
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
資
本
主
義
を
、
さ
ら
に
は
資
本
主
義
世
界
全
体
を
と
ら
え
る
と
い
う
怠
味

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
経
過
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
主
義
の
具
体
的
・
歴
史
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
様
で
あ
り
え
な
い

こ
と
、
特
に
帝
国
主
義
の
時
期
に
は
、
資
本
主
義
諸
国
の
経
済
的
・
政
治
的
発
展
が
不
均
等
に
進
行
す
る
点
に
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

(

1

)

 

い
。
ま
た
全
面
的
な
危
機
と
は
、
危
機
が
た
ん
に
経
済
を
と
ら
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
治
を
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
キ
ー
を

も
、
す
な
わ
ち
土
台
と
上
部
構
造
の
す
べ
て
の
側
面
を
と
ら
え
る
と
い
う
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
全
般
的
危
機
の
概

(

2

)

 

念
規
定
は
、
『
教
科
書
』
ば
か
り
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
た
い
て
い
の
全
般
的
危
機
論
の
、
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（
一
）
世
界
が
資
本
主
義
体
制
と
社
会
主
義
体
制
と
い
う
二
つ
の
体
制
に
分
裂
し
た
こ
と
。
こ
の
二
つ
の
体
制
の
あ
い
だ
で
闘
争

び
つ
い
て
、
企
業
の
慢
性
的
な
遊
休
と
、
慢
性
的
な
大
量
失
業
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
四
四
七
ー
八
頁
）
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
全
般
的
危
機
の
経
済
的
側
面
に
お
け
る
特
徴
づ
け
と
し
て
、
市
場
問
題
の
激
化
、
慢
性
的
な
企
業
の
遊
休
と
大
量
失
業
が
、
と
く
に

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
ご
と
く
、

七

レ
ー
ニ
ン
は
資
本
主
義
の
最
高
の
段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義
の
経
済
的
側
面
に
お
け
る
基
本
的
標
識
と
し
て
、
有

(

3

)

 

名
な
五
つ
の
特
徴
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
対
照
す
る
と
、
全
般
的
危
機
論
の
経
済
的
側
面
の
特
徴
づ
け
は
、
頗
る
簡
単
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
き
わ
め
て
一
面
的
に
失
す
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
は
た
し
て
、
右
の
点
が
全
般
的
危
機
の
経
済
的
側
面
の
特
徴
と

し
て
最
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
レ
ー
ニ
ン
の
段
階
規
定
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
を
禁

じ
え
な
い
が
、

る。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
し
よ
う
。

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
二
）
帝
国
主
義
の
植
民
地
制
度
が
危
機
に
あ
る
こ
と
。

（
三
）
市
場
問
題
が
は
げ
じ
く
な
り
、

こ
れ
に
結

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
全
般
的
危
機
の
根
本
的
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

『
教
科
書
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
諸
点
を
列
挙
す
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（
一
七
一
ー
ニ
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
る

「
戦
争
は
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
反
映
で
あ
る
が
、

世
界
資
本

は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
全
般
的
危
機
の
歴
史
的
過
程
は
い
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
。

戦
の
時
期
に
は
じ
ま
り
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
が
資
本
主
義
体
制
か
ら
離
脱
し
た
た
め
に
、
と
く
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
こ
れ
は
資
本
主
義
の
全

い
る
が
、

般
的
危
機
の
第
一
段
階
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
期
に
な
っ
て
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
人
民
民
主
主
義
諸
国
が
、

資
本
主
義
体
制
か
ら
離
脱
し
て
か
ら
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
第
二
段
階
が
ひ
ろ
が
っ
た
」
（
四
四
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
全

、

、

、

、

、

、

、

、

、

般
的
危
機
が
第
一
次
大
戦
の
時
期
に
は
じ
ま
り
、
ソ
同
盟
の
資
本
主
義
体
制
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
、
と
く
に
ひ
ろ
が
っ
た
と
さ
れ
て

こ
れ
に
は
若
干
の
註
釈
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
全
般
的
危
機
の
根
本
的
特
徴
を
、
世
界
の
二
つ
の
体
制
へ
の
分
裂
に
も
と
め
る

前
述
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
起
点
は
第
一
次
大
戦
で
は
な
く
、
ソ
同
盟
の
資
本
主
義
体
制
か
ら
の
離
脱
に
も
と
め
ら
れ
る
べ
き
で

『
教
科
書
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
与
え
て
い
な
い
が
、

論
』
＇
（
新
興
出
阪
社
・
下
）
で
は
、

主
義
を
弱
化
せ
し
め
た
」
、
と
い
う
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
た
後
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

的
危
機
の
始
ま
り
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
反
映
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
の
危
機
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
次
世
界
大
戦
の
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
前
提
が
す
っ
か
り
成
熟
し
て
い
た
こ
と
、

そ
れ
は
こ
の
危
機
を
激
化
し
、

「
こ
の
こ
と
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
は
資
本
主
義
の
全
般

す
で
に
第

そ
し
て
戦
争
は
そ
れ
を

表
面
に
お
し
だ
し
、
尖
鋭
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」

、
、
、
、
、

と
、
全
般
的
危
機
の
起
点
は
そ
の
前
提
の
成
熟
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

レ
ー
ニ
ン
は
帝
国
主
義
が
、
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
で
あ
る
こ
と
、
社
会
主
義
革
命
の
前
夜
に
あ
る
資
本
主
義
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
そ
う
し
た
帝
国
主
義
の
成
立
を
、
自
由
競
争
の
資
本
主
義
か
ら
独
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
が
資
本
主
義
世
界
の
も
っ
と

も
重
要
な
諸
国
で
完
結
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
二

0
世
紀
の
初
め
と
い
う
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
全
般
的
危
機
の
起

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
お
よ
び
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
共
著
の
『
現
代
帝
国
主
義

『
教
科
書
』
は
そ
れ
が
「
第
一
次
大

A 
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「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

九

、
、
、
、
、

点
が
そ
の
前
提
の
成
熟
に
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
次
大
戦
で
は
な
く
、
二

0
世
紀
初
頭
で
あ
る
と
い
う
説
も
ま
た
、
な
り

た
ち
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事
実
、
上
掲
書
に
よ
れ
ば
ヴ
ァ
ル
ガ
は
こ
う
し
た
説
を
唱
え
た
よ
う
に
記
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
つ
ぎ

の
よ
う
な
峻
烈
な
批
判
が
下
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
、

「
帝
国
主
義
の
時
期
の
開
始
を
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
開
始
と
同
一
視
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
に
お
け
る
十
月
革
命
の
勝
利
の
結
果
生
じ
た
世
界
資
本
主
義
体
制
の
根
本
的
変
化
を

無
視
す
る
に
い
た
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
相
対
立
す
る
体
制
へ
の
世
界
の
分
裂
と
両
者
の
闘
争
が
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
基
本
的

で
か
つ
決
定
的
な
標
識
で
あ
る
と
い
う
、
原
則
的
命
題
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
（
一
七
一
頁
）
。
こ
の
批
判
に
し
て
正
し

い
と
す
れ
ば
、
全
般
的
危
機
は
一
九
一
七
年
十
一
月
以
後
、
す
な
わ
ち
一
九
一
八
年
を
ま
っ
て
は
じ
ま
る
と
し
た
方
が
、
す
っ
き
り
す

(

4

)

 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

全
般
的
危
機
は
こ
の
よ
う
に
最
初
の
国
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勝
利
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
、

模
で
く
ず
れ
お
ち
て
社
会
主
義
社
会
が
う
ま
れ
る
」

「
資
本
主
義
が
全
体
的
な
規

義
時
代
の
構
成
部
分
を
な
す
―
つ
の
歴
史
的
時
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
」

主
義
は
唯
一
の
体
制
で
は
な
く
、
二
つ
の
体
制
が
な
が
い
あ
い
だ
共
存
し
、
そ
の
体
制
の
力
関
係
は
次
第
に
社
会
主
義
の
方
へ
傾
く
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
体
制
の
内
部
で
は
帝
国
主
義
の
支
配
は
つ
づ
く
が
世
界
史
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
も
は
や
帝

（
四
四
八
頁
）
ま
で
の
な
が
い
時
期
に
わ
た
る
。
『
教
科
書
』
は
そ
れ
が
「
帝
国
主

（
同
上
）
、
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
資
本

国
主
義
の
発
展
を
典
型
的
に
説
き
う
る
時
期
で
は
あ
り
え
な
い
。
世
界
史
的
に
は
こ
の
時
期
は
「
帝
国
主
義
時
代
の
構
成
部
分
を
な

す
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
社
会
主
義
時
代
の
初
期
を
な
す
、
と
も
い
う
べ
き
時
期
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
帝
国
主
義
の
古
典
時
代

（
ハ
ル
ガ
ル
テ
ン
）
の
、
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
論
』
が
対
象
と
し
た
世
界
の
現
実
の
、
た
ん
な
る
延
長
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
時
期
の
資
本
主
義
の
複
雑
な
過
程
を
経
済
学
的
に
究
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
特
別
の
究
明

方
法
が
要
請
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
方
法
は
純
粋
の
資
本
主
義
社
会
の
経
済
的
運
動
法
則
を
究
明
し
た
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『
資
本
論
』
の
一
般
的
規
定
を
、
無
媒
介
的
に
適
用
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
方
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
資
本
主
義
の
典
型
的
な
発
展

(

5

)

 

段
階
を
規
定
す
べ
き
『
帝
国
主
義
論
』
の
よ
う
な
段
階
論
の
規
定
を
、
た
ん
に
適
用
す
る
だ
け
で
も
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば

こ
の
時
期
は
帝
国
主
義
の
発
展
を
典
型
的
に
は
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
全
般
的
危
機
論
は
こ
の
時
期

の
資
本
主
義
を
い
か
な
る
方
法
で
究
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

註
(

1

)

「
経
済
的
発
展
と
政
治
的
発
展
の
不
均
等
性
と
い
う
こ
と
は
、
．
資
本
主
義
の
無
条
件
の
法
則
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
し
て
、
社
会
主
義
は
、
．
は

じ
め
に
は
少
数
の
資
本
主
義
国
で
、
あ
る
い
は
た
だ
―
つ
の
国
に
お
い
て
で
も
勝
利
で
き
る
、
と
い
う
結
論
が
で
て
く
る
」
。
、
(

V

I
ニ
ン

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
つ
い
て
」
『
全
集
』
•
第
ニ
―
巻
・
邦
訳
三
五
二
頁
）
。

ヽ
．
ヽ
ヽ
‘
‘
、
、
、
、

(
2・
）
た
と
え
ば
ヴ
ァ
ル
ガ
•
前
掲
書
で
も
つ
ぎ
の
ご
と
く
述
ぺ
る
。
「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
探
化
は
、
き
わ
め
て
多
面
的
な
歴
史
的
過
程
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
体
制
の
す
べ
て
の
側
面
ー
土
台
と
上
部
構
造
、
す
な
わ
ち
経
済
、
国
内
政
浩
と
外
交
・
、
労
仇
と
資
本
の

闘
争
、
戦
争
勢
力
と
平
和
勢
力
の
闘
争
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
と
ら
え
て
い
る
。
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
深
化
は
、
全
般

的
過
程
で
あ
り
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
世
界
全
体
を
と
ら
え
て
い
る
」
（
邦
訳
一
頁
）
。

(

3

)

日
生
産
と
資
本
の
集
積
。
こ
れ
が
高
度
の
発
展
段
階
に
達
し
て
、
経
済
生
活
で
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
独
占
体
を
つ
く
り
出
す
ま
で

に
な
っ
た
こ
と
。
口
銀
行
資
本
が
産
業
資
本
と
融
合
し
、
こ
の
「
金
融
資
本
」
を
基
礎
と
し
て
金
融
寡
頭
制
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
こ
と
。
日

商
品
輸
出
と
は
区
別
さ
れ
る
資
本
輸
出
が
、
と
く
に
重
要
な
意
義
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
。
国
資
本
家
の
国
際
的
独
占
団
体
が
形
成
さ
れ
て
、

世
界
を
分
割
し
て
い
る
こ
と
。
国
資
本
主
義
的
最
強
国
に
よ
る
地
球
の
領
土
的
分
割
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
。
（
『
全
集
』
第
二
二
巻
・
三
〇

七
ー
八
頁
）
。

(

4

)

『
教
科
書
』
第
三
阪
で
は
、
初
阪
の
波
述
を
訂
正
し
て
い
る
が
、
全
般
的
危
機
が
、
い
つ
か
ら
は
じ
ま
る
か
を
明
確
に
は
述
べ
ず
、
「
危
機
を

発
展
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
主
要
な
事
実
」
と
し
て
ソ
連
邦
の
成
立
を
指
摘
し
、
「
こ
れ
が
危
機
の
第
一
段
階
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
（
三

阪

．．
 

三
九
八
頁
）

(

5

)

こ
の
ゆ
え
に
宇
野
弘
蔵
氏
は
「
一
九
一
七
年
の
ロ
ジ
ア
革
命
後
の
世
界
経
済
の
研
究
は
、
資
本
主
義
の
典
型
的
発
展
段
階
の
規
定
を
与
え
た

段
階
論
よ
り
も
、
む
し
ろ
現
状
分
析
と
し
て
の
世
界
経
済
論
の
課
題
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
複
雑
な
過
程
．
は
、
第
一
次
大
戦
ま
で
の
、

典
型
的
規
定
に
よ
っ
て
現
状
分
析
を
な
す
ぺ
き
対
象
を
な
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
、
と
さ
れ
る
。
．
（
同
氏
『
経
済
政
策
論
』
一
ー
ニ

頁
。
二
三
一
頁
）
。
こ
う
し
た
現
状
分
析
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
基
準
と
す
べ
き
段
階
論
は
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
。
そ
れ
は
レ

ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
』
の
再
検
討
と
結
び
つ
け
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
に
よ
る
そ
う
し
た
方
向
に
お
け
る
研
究
に

つ
い
て
は
後
章
で
と
り
あ
げ
る
。

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

1
0
 



3ム3

ま‘
9
1
 

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

ら
か
に
し
て
ゆ
く
よ
り
ほ
か
に
途
が
な
い
。

『
教
科
書
』
で
は
危
機
の
第
一
段
階
と
第
二
段
階
の
二
個

周
知
の
よ
う
に
全
般
的
危
機
論
は
、
そ
れ
が
全
般
的
危
機
に
関
す
る
理
論
あ
る
い
は
学
説
（
『
教
科
書
』
四
四
七
頁
）
．
と
い
う
よ
う
な
表

現
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
瞭
で
あ
る
よ
う
に
、
決
し
て
た
ん
に
、
危
機
の
諸
特
徴
を
指
摘
す
る
だ
け
の
も
の
で
も
、
ま
た
た

ん
な
る
現
状
分
析
で
も
な
い
。
ま
さ
に
―
つ
の
理
論
と
し
て
、

の
方
法
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
そ
の
方
法
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
教
科
書
』
も
、

そ
れ
は
、

そ
の
諸
特
徴
の
内
的
関
連
を
理
論
的
に
明
ら
か
に
す
る
固
有

そ
の
他
の
全
般
的
危
機
に
関
し
て
説
か
れ
て
い
る
論
著
も
、

そ
の
方
法
を
、

い
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
も
綾
述
の
う
ち
か
ら
、
怪
済
的
側
面
に
か
か
わ
る
議
論
の
骨
子
を
拾
い
上
げ
て
追
求
し
つ
つ
、

ま
ず
危
機
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
二
つ
の
体
制
へ
の
世
界
の
分
裂
と
、
帝
国
主
義
の
経
済
的
側
面
の
危

機
の
激
化
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
う
。

所
に
わ
た
る
叙
述
が
あ
る
が
、
第
一
段
階
の
「
十
月
社
会
主
義
大
革
命
の
勝
利
」
の
個
所
で
は
、
「
社
会
主
義
体
制
が
成
長
し
、
さ
か
え

て
い
っ
て
、
資
本
主
義
体
制
に
対
立
し
、
そ
れ
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
が
腐
敗
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
し
、
そ
の
基
礎
を
ゆ
る
が
し
て
い
る
」
（
四
五
四
頁
）
と
い
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
の
引
用
や
、

れ
て
い
る
だ
け
で
、
問
題
の
点
に
つ
い
て
は
何
等
明
確
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
後
者
の
第
二
段
階
の
綾
述
の
と
こ
ろ
で

「
第
二
次
世
界
大
戦
が
お
こ
り
、
世
界
に
二
つ
の
陣
営
が
形
成
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
も
の
と
し
て
は
説
明
し
て
い
な

そ
の
方
法
を
明

そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
が
与
え
ら

そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
経
済
上
の
結
果
と
し
て
、

全
体
を
と
ら
え
る
単
一
の
世
界
市
場
が
崩
壊
し
た
。
…
…
こ
の
こ
と
が
基
礎
に
な
っ
て
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
は
い
っ
そ
う
深
ま
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っ
た
」
（
四
七
八
頁
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
つ
の
陣
営
の
形
成
は
経
済
的
側
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
単
一
市
場
の
崩
壊
と
い

う
点
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
単
一
市
場
の
崩
壊
は
危
機
を
ど
う
し
て
深
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
か
ら

煩
を
い
と
わ
ず
該
当
個
所
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
単
一
の
世
界
市
場
が
崩
壊
し
た
結
果
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
第
一
段
階
に
あ
っ
た
市
場
の
相
対
的
安
定
も
、
お
わ
り
を
つ
げ
た
。
資
本

主
義
の
全
般
的
危
機
の
第
二
段
階
に
と
っ
て
の
特
徴
は
、
資
本
主
義
世
界
市
場
の
ひ
ろ
さ
と
ふ
か
さ
と
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
お
も
な
資
本
主
義
国
が
世
界
の
資
源
に
た
い
し
て
力
を
加
え
る
範
囲
が
せ
ば
ま
り
、
世
界
の
販
売
市
場
の
条
件
が
こ
れ
ら
の
国
に
と
っ
て
わ

る
く
な
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
意
味
す
る
。
・
…
…..•.. 

お
も
な
資
本
主
義
国
が
世
界
の
資
源
に
た
い
し
て
力
を
加
え
う
る
範
囲
が
せ
ば
ま
っ
た
た
め
、
販
売
市
場
、
原
料
産
地
、
資
本
投
下
圏
の
た
め

の
闘
争
は
、
帝
国
主
義
陣
営
に
属
す
る
国
ぐ
に
の
あ
い
だ
で
、
い
よ
い
よ
は
げ
し
く
な
っ
て
い
る
…
…
」
（
四
七
九
ー
八
0
頁）。

み
ら
れ
る
ご
と
く
二
つ
の
体
制
へ
の
世
界
の
分
裂
に
よ
る
危
機
の
深
化
は
、
単
一
の
世
界
市
場
の
崩
壊
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
資

本
主
義
世
界
市
場
の
縮
小
と
い
う
点
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
で
は
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
明
瞭
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
ソ
同
盟
の
人
民
民
主
主
義
国
へ
の
援
助
と
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
諸
国
の
工
業
発
展
の
テ

「
こ
れ
ら
の
諸
国
は
や
が
て
資
本
主
義
諸
国
か
ら
商
品
を
輸
入
す
る
必
要
が
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生
産
す
る
余
剰
商
品
を
外
国
に
売

だ
が
こ
の
こ
と
か
ら
結
論
さ
れ
る
の
は
、
主
要
資
本
主
義
諸
国
の
世
界
資
源
に
対
す
る
勢
力
圏
は
拡
大
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
縮
小
す
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
世
界
販
売
市
場
の
諸
条
件
は
こ
れ
ら
の
諸
国
に
と
っ
て
悪
化
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
に
お
け
る
企
業
の
遊
休
部
分
は
大
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
市
場
の
崩
壊
に
伴
う
世
界
資
本
主
義
体
制
の
全
般
的
危
機
の
深
化
は
、
実
に
こ
の
点
に
あ
る
の

る
必
要
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ン
ボ
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、

つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）
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r

つ。

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
す
す
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
危
機
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
植
民
地
制
度
の
危
機
は
、
帝
国
主

『
教
科
書
』
の
叙
述
も
危
機
の
第
一
段
階
と
第
二
段
階
の

二
個
所
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
前
者
で
は
そ
の
関
連
に
つ
い
て
の
明
確
な
叙
述
が
み
ら
れ
ず
、
後
者
で
も
、
植
民
地
制
度
の
崩
壊
に
よ

（
四
八
0
|
―
頁
）
と
い
う
規
定
が
与
え
ら
れ
て

っ
て
、

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
結
論
的
部
分
に
「
帝
国
主
義
の
植
民
地
制
度
は
す
で
に
く
ず
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義

諸
国
の
経
済
的
困
難
と
政
治
的
困
難
は
さ
ら
に
い
っ
そ
う
つ
よ
ま
り
、
資
本
主
義
全
体
の
基
礎
が
ゆ
す
ぶ
ら
れ
て
い
る
」
（
四
八
三
頁
）

「
植
民
地
的
搾
取
の
お
こ
な
わ
れ
る
範
囲
は
、
ま
す
ま
す
せ
ば
ま
っ
て
い
る
」

と
い
う
規
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的
困
難
が
、

れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
の
実
質
的
規
定
は
、
上
記
の
植
民
地
的
搾
取
の
範
囲
の
縮
小
と
い
う
一
点
に
つ
き
る
。

つ
ぎ
に
市
場
問
題
の
激
化
と
い
う
特
徴
が
、

い
っ
そ
う
つ
よ
ま
る
の
か
、
と
い
う
点
の
説
明
は
な
さ

こ
の
時
期
の
他
の
特
徴
と
ど
の
よ
う
な
関
連
の
も
と
に
説
か
れ
て
い
る
か
を
吟
味
し
よ

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
時
期
に
市
場
問
題
が
は
げ
し
く
な
る
の
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
国
が
世
界
帝
国
主
義
体
制
か
ら
離

脱
し
た
た
め
で
あ
る
。
広
大
な
販
売
市
場
と
原
料
産
地
と
を
も
つ
ロ
シ
ア
が
資
本
主
義
体
制
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
は
、
資
本
主
義
世
界
体
制
の
経

済
状
態
に
影
響
し
な
い
で
お
か
な
か
っ
た
。
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
が
作
用
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
勤
労
者
の
貧
乏
が
ひ
ど
く

な
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
ず
、
か
れ
ら
の
生
活
水
準
は
、
資
本
家
に
よ
っ
て
ぎ
り
ぎ
り
の
最
低
限
に
お
さ
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
市
場
問
題
は
は

げ
し
く
な
る
。
ま
た
植
民
地
や
従
属
国
に
自
国
の
資
本
主
義
が
発
展
し
て
も
、
市
場
問
題
は
は
げ
し
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
資
本
主
義
は
、
市
場

で
、
ふ
る
い
資
本
主
義
諸
国
と
競
争
し
て
り
っ
ぱ
に
や
っ
て
い
け
る
か
ら
で
あ
る
。
植
民
地
諸
国
の
人
民
の
民
族
解
放
闘
争
が
発
展
し
て
も
、
外

『
教
科
書
』
か
ら
重
要
な
個
所
を
引
用
す
る
と
、

義
の
経
済
的
側
面
の
危
機
と
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
|
ー

_o

で
あ
る
」

（
青
木
文
庫
•
四
六
ー
七
頁
．
傍
点
筆
者
）
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お
け
る
唯
一
の
特
徴
づ
け
を
な
し
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

右
の
引
用
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
市
場
問
題
の
激
化
は
、
上
述
し
た
世
界
の
二
つ
の
体
制
へ
の
分
裂
と
植
民
地
体
制
の
危
機
と
い

う
二
特
徴
と
直
接
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
勤
労
者
の
貧
困
化
と
い
う
国
内
市
場
の
相
対
的
狭
小
化
要
因
が

こ
れ
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
と
い
う
語
が
出
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
後
章
で
詳
細
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
こ
の
貧
困
化
は
『
教
科
書
』
で
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
関
連
の
も

態
悪
化
(
|
農
業
恐
慌
深
刻
化
ー
労
仇
市
場
の
状
態
悪
化
ー
労
佑
者
階
級
の
状
態
悪
化
）

世
界
市
場
縮
小
ー
生
産
量
増
大
•
最
大
限
利
潤
獲
得
の
た
め
の
軍
事
化
・
戦
争
政
策
ー
そ
の
破
壊
的
結
果
の
労
佑
者
階
級
へ
の
転
化

（
四
九
0
|
―
頁
）
。

（
一
）
世
界
市
場
縮
小
ー
企
業
の
慢
性
的
遊
休
（
恐
慌
の
慢
性
化
）
ー
慢
性
的
大
量
失
業
ー
労
佑
者
階
級
の
状

い
ず
れ
に
し
て
も
世
界
市
場
縮
小
に
原
因
す
る
要
因
と
の
関
連
で
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
国
内
市
場
の
悪

化
、
市
場
問
題
の
激
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
わ
れ
わ
れ
は
危
機
の
特
徴
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
要
因
が
、
ど
の
よ
う
な
内
的
連
関
を
も
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

要
す
る
二
つ
の
体
制
へ
の
分
裂
・
植
民
地
体
制
の
危
機
と
い
う
全
般
的
危
機
の
特
徴
は
、
資
本
主
義
の
経
済
的
側
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

世
界
市
場
の
縮
小
と
い
う
一
点
を
基
軸
に
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
市
場
の
縮
小
が
全
般
的
危
機
の
経
済
面
に

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
市
場
危
機
論
と
も
い
う
べ
き
理
論
は
、
必
然
的
に
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
戦
後
期
1
1
「
現
代
資
本
主
義
」
を

特
徴
づ
け
る
重
要
な
一
連
の
見
解
を
導
き
出
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
れ
は
（
一
）
市
場
の
縮
小
ー
生
産
量
の
収
縮
ー
好
況
局
面
の
脱
落

(

1

)

 

ー
経
済
循
環
の
変
形
論
・
万
年
恐
慌
論
。
（
二
）
市
場
の
縮
小
ー
生
産
の
増
大
•
最
大
限
利
潤
確
保
の
た
め
の
国
民
経
済
の
全
面
的
軍

と
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

国
市
場
で
の
帝
国
主
義
国
家
の
立
場
は
困
難
に
な
る
」

（
四
六
0
頁
）
。

「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

（
四
六
ー
ー
四
七
一
頁
•
四
九
四
ー
四
九
九
頁
）
。

（二）

一四
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「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

事
化
論
。
(
-
―
-
）
レ
ー
ニ
ン
の
有
名
な
「
腐
朽
化
へ
の
傾
向
が
、
資
本
主
義
の
急
速
な
発
展
を
排
除
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ

う
•
…
・
・
全
体
と
し
て
資
本
主
義
は
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
急
速
に
発
展
す
る
」

一
五

（
四
）
市
場
縮
小
ー
最
大
限
利
潤
獲
得
の
た
め
の
勤
労
者
に
対
す
る
搾
取
と
収
奪
の
強

化
、
お
よ
び
前
述
の
慢
性
的
恐
慌
か
ら
く
る
労
佑
者
階
級
の
状
態
悪
化
ー
い
わ
ゆ
る
絶
対
的
窮
乏
化
論
。

義
諸
国
の
市
場
争
奪
戦
激
化
ー
帝
国
主
義
戦
争
ー
帝
国
主
義
戦
争
不
可
避
論
の
確
認
（
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
•
青
木
文
庫
·
五
二
頁
）
。

も
と
よ
り
全
般
的
危
機
論
で
は
具
体
的
な
事
実
を
述
べ
、
政
治
的
な
側
面
で
の
種
々
の
特
徴
の
指
摘
を
も
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
危

機
が
全
体
制
的
・
全
面
的
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
当
然
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
経
済
的
側
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、

そ
の
理
論
は
、
お
お
む
ね
以
上
の
ご
と
く
、
市
場
の
縮
小
、
と
り
わ
け
世
界
市
場
の
地
域
的
縮
小
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
も
し
、
市
場
の
縮
小
と
い
う
支
柱
が
理
論
的
・
現
実
的
に
否
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
全
般
的
危
機
論
は
そ
の
根

(

2

)

 

拠
を
喪
失
す
る
。

戦
後
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
問
題
に
関
連
し
て
、
従
来
、
戦
後
資
本
主
義
の
成
長
力
が
過
小
評
価
さ
れ
、
軍
事
経
済
の
比
重
が

過
大
評
価
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
よ
う
な
反
省
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
「
過
大
」
と
か
「
過
小
」
と
か
の
量
的
な
問
題
で

は
な
く
、
こ
う
し
た
全
般
的
危
機
論
の
方
法
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
誤
り
は
、
比
喩
的
に
い
え
ば
、
ロ
ー

ザ
が
非
資
本
主
義
的
周
囲
の
消
滅
に
よ
る
資
本
蓄
積
の
絶
対
的
行
詰
り
、
と
い
う
か
た
ち
で
資
本
主
義
の
「
客
観
的
歴
史
的
限
界
」
を

立
証
し
よ
う
と
し
た
の
と
軌
を
一
に
し
、
資
本
主
義
の
支
配
す
る
市
場
の
地
域
的
縮
小
に
よ
っ
て
危
機
の
深
化
を
立
証
し
よ
う
と
す
る

(

3

)

 

点
に
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
全
般
的
危
機
論
が
『
教
科
書
』
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
論
』
に
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
論
」
を
つ
な
ぎ
、
レ

ー
ニ
ン
以
後
の
資
本
主
義
の
現
実
を
、
「
全
般
的
危
機
」
と
し
て
つ
け
加
え
る
と
い
う
方
法
の
も
と
に
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

命
題
の
否
定
ー
資
本
主
義
の
絶
対
的
停
滞
論
。

（
五
）
市
場
縮
小
ー
帝
国
主

（
全
集
二
二
巻
・
三
四
七
ー
八
頁
）
、
と
い
う
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に
た
い
し
て
、
寄
生
性
と
い
う
烙
印
を
お
す
」

と
い
う
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

想
起
し
た
い
。
そ
れ
は
一
見
、
よ
り
抽
象
的
な
も
の
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
も
の
へ
の
上
向
と
い
う
『
資
本
論
』
の
方
法
論
を
、
広
い

怠
味
に
お
い
て
適
用
し
て
い
る
か
に
み
え
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
e

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
方
法
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を

問
わ
な
い
e

ま
た
『
資
本
論
』
と
『
帝
国
主
義
論
』
と
の
関
連
が
『
教
科
書
』
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
論
じ
る
の
も
、
本
稿
は
そ
の

と
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
『
帝
国
主
義
論
』
と
全
般
的
危
機
論
と
の
、
た
と
え
ば
植
民
地
に
関
す
る
と
り
上
げ
か
た
の
相
違
に
注

レ
ー
ニ
ン
は
周
知
の
よ
う
に
今
世
紀
初
頭
に
は
全
世
界
が
列
強
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
資
本
の
輸
出
市

場
と
し
て
の
、
原
料
の
供
給
地
と
し
て
の
、
勢
力
範
囲
の
た
め
の
、
植
民
地
の
略
取
・
世
界
再
分
割
の
た
め
の
闘
争
が
、
帝
国
主
義
段

階
で
は
不
可
避
的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
植
民
地
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
決
し
て
全
般
的
危
機
論
の
よ
う
な
一
面
的
な
議

論
を
展
開
し
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
彼
は
帝
国
主
義
国
の
植
民
地
の
縮
小
や
欠
如
が
、
そ
の
国
の
市
場
を
縮
小
し
、
そ
の
た
め
に
危

国
主
義
段
階
に
お
け
る
固
有
の
特
徴
で
あ
る
腐
朽
化
•
寄
生
性
と
、
帝
国
主
義
の
も
っ
と
も
深
い
経
済
的
基
礎
で
あ
る
独
占
の
関
係
を

考
察
し
、

こ
の
資
本
主
義
的
独
占
は
他
の
す
ぺ
て
の
独
占
と
同
様
に
、
不
可
避
的
に
停
滞
と
腐
朽
化
と
の
傾
向
を
生
み
だ
す
こ
と
を
論

三
一
九
頁
）
と
説
く
。

そ
あ
れ
、

経
済
の
軍
事
化
等
の
腐
朽
化
や
寄
生
性
が
強
ま
る
と
い
う
よ
う
に
は
論
じ
な
い
。

富
裕
な
、
あ
る
い
は
位
置
の
よ
い
植
民
地
の
領
有
の
独
占
も
ま
た
同
じ
方
向
に
作
用
す
る
」

ま
た
資
本
の
輸
出
が
「
い
く
つ
か
の
海
外
の
諸
国
や
植
民
地
の
労
佑
の
搾
取
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
国
全
体

（
同
上
三
一
九
ー
―
―
1
0
二
頁
）

こ
う
し
た
規
定
か
ら
す
る
な
ら
ば
植
民
地
体
制
の
危
機
・
資
本
輸
出
市
場
の
縮
小
は
、
停
滞
と
腐
朽
化
の
作
用
を
弱
め
る
要
因
で
こ

そ
の
逆
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
も
と
よ
り
戦
後
植
民
地
の
喪
失
に
よ
っ
て
、
現
実
に
帝
国
主
義
諸
国
に
お
け
る
停
滞
と
腐

朽
化
の
作
用
が
弱
ま
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
と
は
全
く
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
帝
国
主
義
論
』
の
こ
う
し
た

じ
た
後
、

「
と
く
に
、
広
大
な
、

（
同
上

機
が
激
化
し
、

発
展
が
停
滞
し
、

む
し
ろ
彼
は
帝

目
し
た
い
。 「

現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

一
六
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「
現
代
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
越
後
）

等
々
を
、
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

規
定
を
基
準
と
し
て
現
状
分
析
的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
、

を
具
体
化
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

一
七

そ
れ
こ
そ
「
現
代
資
本
主
義
」
論
の
課
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
問
題
は
『
帝
国
主
義
論
』
を
全
般
的
危
機
論
の
す
ぐ
前
に
展
開
し
て
い
な
が
ら
、

そ
の
規
定

そ
れ
を
全
く
無
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
『
帝
国
主
義
論
』

に
お
け
る
規
定
と
の
切
断
は
、
前
述
の
市
場
の
縮
小
か
ら
直
ち
に
、
毀
本
主
義
の
絶
対
的
停
滞
を
導
き
出
す
論
法
に
お
い
て
も
看
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
へ
、
と
い
う
よ
う
な
『
資
本
論
』
の
方
法
と
も
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。

『
教
科
書
』
第
三
版
、
お
よ
び
ヴ
ァ
ル
ガ
著
『
戦
後
帝
国
主
義
の
経
済
と
政
治
の
基
本
問
題
』
（
第
二
阪
）
が
、

う
な
危
機
論
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、

以
上
の
よ
う
な
全
般
的
危
機
論
の
方
法
的
欠
陥
を
ど
の
よ
う
に
止
揚
し
て
い
る
か
、
そ
の
欠
陥
を
止
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

、
、

そ
こ
に
果
し
て
、
危
機
の
理
論
の
名
に
値
す
る
論
理
の
展
関
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か

わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
、

（
未
完
）

註

(
1
)

た
と
え
ば
ト
ラ
ハ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
に
代
表
さ
れ
る
。
「
恐
慌
は
よ
り
迅
速
に
継
起
す
る
、
す
な
わ
ち
恐
慌
か
ら
恐
慌
ま

で
の
間
隔
が
短
か
く
な
る
。
恐
慌
は
よ
り
長
く
よ
り
深
刻
に
、
そ
し
て
よ
り
破
壊
的
に
な
り
、
上
昇
の
局
面
は
だ
ん
だ
ん
弱
く
短
く
な
り
、

そ
し
て
上
昇
と
繁
栄
の
局
面
と
は
循
環
か
ら
離
脱
し
て
ゆ
く
」
（
「
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
再
生
産
と
恐
慌
の
特
質
」
『
経
済
評
論
』
五
三
年

三
月
号
所
収
）
。

(
2
)

こ
の
場
合
残
さ
れ
た
道
は
、
全
般
的
危
機
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
か
、
そ
れ
と
も
以
上
と
は
こ
と
な
っ
た
方
法
で
危
機
論
を

固
執
す
る
か
す
る
以
外
に
途
は
な
い
。
最
近
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
若
千
の
も
の
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
論
の
大
部
分
の
も
の
は
後

章
で
詳
述
す
る
こ
と
く
、
前
者
の
途
を
歩
む
。
な
お
全
般
的
危
機
論
が
問
題
を
「
市
場
の
大
き
さ
」
と
し
て
と
ら
え
る
点
を
批
判
し
た
文
献

と
し
て
、
竹
中
明
夫
「
一
般
的
危
機
と
資
本
主
義
の
法
則
」
（
『
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
』

n
．
所
収
）
は
注
目
す
ぺ
き
力
作
で
あ
り
、
教
え
ら

れ
る
点
が
多
い
が
、
こ
の
時
期
の
法
則
的
究
明
の
方
法
に
つ
い
て
の
見
解
に
は
同
意
し
が
た
い
o

,

(
3
)
F
ッ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
ク
著
•
福
里
次
作
訳
『
試
練
の
上
に
立
つ
資
本
主
義
と
社
会
主
義
』
は
お
よ
そ
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
か
ら
は
縁
遠
い
戦
後

の
力
作
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
ロ
ー
ザ
的
誤
謬
を
完
全
に
克
服
し
て
は
い
な
い
。




